
（４）ポストコロナを見据えた地域づくりの推進
～賑わいの創出と観光の復興に向けて～

県土整備部
道路企画課 電話2739

（１）公共空間の再編

○ バスタ四日市事業を推進するとともに、津駅前空間について社会実験を行いながら計画を具体化

○ 他の駅周辺や観光地周辺の道路空間についても、再編可能性の検討を進める

＜津駅前空間の例＞

社会実験津駅周辺空間の基本的な方向性

 Ｒ４年度：国・県・市で計画を具体化

Ｒ３年度

Ｒ４年度

歩行者の賑わいや滞留
機能の強化に向けて
歩道空間を利活用する
社会実験を実施

歩道空間拡張に向けて
県道を６車線から４車線
に交通規制し、交通への
影響を調査

令和３年7月 実施

県道津停車場線

イメージ 丸の内ストリートパーク社会実験



（４）ポストコロナを見据えた地域づくりの推進
～賑わいの創出と観光の復興に向けて～

県土整備部
県土整備総務課 電話2762
道路建設課 電話2630
道路管理課 電話2677

（２） 観光地へのアクセス道路の改善 （３） 「道の駅」の新たな連携による観光ＰＲの促進

（４） 地域文化を感じる道路空間づくり

○周辺観光施設や高速道路等と連携した、リアルな観光

情報の発信について、学生のアイデアを活かしながら強化

○ 観光地の課題について、地元と連携して、短期・長期

の対策を講じることにより、効果を早期に発現

熊野古道等の周辺道路で、来街者に地域文化を感じていた

だける案内表示や附属施設の工夫等を実施

＜丸山千枚田の例＞

現状
車のすれ違いが
困難な未改良区間
が約６割

短期対策

 安全に車のすれ違いが

できる待避所の整備

 案内表示の充実 等

長期対策

 バイパスの整備

短期対策

 駐車スペースの整備

大型バスでも
見に行ける
丸山千枚田に！

地元学生の

斬新なアイデア

ＷＥＢ＋リアル
観光情報の発信

新たな連携

附属施設の例（木製ガードレール）

県
道
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野
矢
ノ
川
線

国道３１１号

写真提供：和歌山県

イメージ

案内表示の例
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（４）ポストコロナを見据えた地域づくりの推進～ワーケーション等の推進～
県土整備部
都市政策課 電話2706

※Park-PFI

公園内に設置する収益施設

（飲食店等）から得られる

収益を活用して、その周辺の

園路や広場等の公園施設を

一体的に整備する民間事業者

を公募により選定する制度。

（１）ワーケーション推進に必要な公園整備 （２）Park-PFI手法による公園整備

○ ワーケーション推進により、広域的な集客力を強化し、

都市公園を活用した観光誘客を促進

○民間活力の活用(Park-PFI※)により、公園のさらなる

魅力向上を図り、新たな賑わい空間を創出

海水浴場

新プール整備

新たな誘客施設（新プール）を整備

官民連携の相乗効果により集客力をさらに強化

コテージをワーケーション
対応にリニューアル

民間投資により
グランピングドームを整備

民間活力を活用し、新たな賑わい空間にリニューアル

熊野灘臨海公園（紀北町）

令和５年夏頃完成予定

県単独事業 民間事業 事前に実施した実証実験
における賑わいの状況

鈴鹿青少年の森（鈴鹿市）

令和３年12月完成 令和３年10月完成

民間活力導入に向けての
キッチンカーイベント

Park-PFIで整備

社会教育施設(鈴鹿青少年センター）と
都市公園を一体的に整備運営

駐車場、屋外トイレ等のほか
収益施設（カフェ等）を整備

令和５年２月完成予定


